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Java インストール手順＜Windows 向け＞ 

 

Java プログラムの開発には、Java の開発環境(JDK)をインストールする必要があります。 

Java は常にバージョンアップが繰り返されていますので、そのときの最新バージョンを取り込むよう

にしましょう。ここでは Java10 のインストールを行っています。 

 

１．旧バージョンのアンインストール 

Java7 以前のバージョンの Java が残っていると、不具合が生じることがあります。特に Java2 より前

の残骸は、わけの分からない現象が引き起こりますので、アンインストールするようにしましょう。 

古いバージョンの Java をシステムからアンインストールするには、次のサイトを参照してください。 

https://www.java.com/ja/download/faq/remove_olderversions.xml 

 

２．ライセンス条項確認 

ダウンロード時に、ライセンス条項に同意する必要があります。次のサイトから条項を確認しておき

ましょう。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/java/javase/downloads/index.html 

日本語参考訳が次のサイトで確認できます。 

https://www.oracle.com/technetwork/jp/licenses/standard-license-192230-ja.html 
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３．インストーラのダウンロード 

次のJava公式サイトのダウンロードページから、インストーラをダウンロードします。 

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html 

 

※１ JDK8以前は、32ビットOSと64ビットOS用のソフトウェアを選択することができましたが、JDK9か

らは64ビットOS用のみとなりました。 

 

 

「Java SE 11 (LTS)」の「JDK Downnload」をクリックします。 

Java SE Development Kit 11 Downloadsの画面で「Windows x64 Installer」を選択します。 

 



Java インストール操作  3 
 
チェックボックスにチェックを入れダウンロードをクリックします。 

 

Oracleプロファイルにサインインします。 

アカウントがない場合は、プロファイルを作成します。 

サインインしてインストローラを保存します。 
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４．セットアップ 

ダウンロードしたJDKの「インストーラ.exe」を実行します。 

「セットアップ」の画面が表示されたら［次へ］をクリックします。 

 

 

 

「カスタム・セットアップ」で「開発ツール」を選択し、［次へ］をクリックします。 

 

 

インストール先は、標準では「C:\Program Files\Java\jdk-11.0.6」に設定されています。 

「C:\Program Files」のフォルダーには、さまざまなアプリのダウンロードに標準で使われますの

で、通常はこのフォルダー名にします。 

しかし、フォルダ名「Program Files」には空白が含まれており、使用時に「'Program Files'」のよ

うに区切り文字の指定が必要な場合があり、それを避けるため、インストール先を変更することもで

きます。 
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セットアップが始まります。 

正常なインストールの完了を確認しましょう。 

 

 

５．Java の Path の設定 
Java を実行するためには、Java をインストールしたパスを Windows に知らせておく必要があります。 

Windows10 環境での Path 設定は、次のように行います。 

(1) デスクトップ左下の「スタートメニュー」を右クリックし、表示されたメニューの中から「システ

ム」をクリックします。 

 
 

システムの「設定」のホーム画面が表示されます。 
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「設定の検索」検索欄に「詳細設定」と記入し、「システムの詳細設定の表示」を選択します。 

 

 

システムのプロパティ画面が表示されます。 
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「環境変数」をクリックします。 

 

環境変数の画面が表示されます。 

 

 

 

システム環境変数の「変数」欄で「Path」の項目をクリックして選択し、[編集]をクリックします。 



Java インストール操作  8 
 
 

「環境変数名の編集」画面が表示されます。 

 

 

 [新規]をクリックし、一覧の最後に「C:\Program Files\Java\jdk-11.0.6\bin」(java.exe がインス

トールされているパス)を入力します。 

［OK］をクリックして「環境変数名の編集」を終了します。 

これで Path の設定が完了しました。 
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６．Path の設定の確認 
次に Path の設定を確認します。 

コマンドプロンプトを使って、Path の設定を確認しましょう。 

Windows10 の初期までは、「コマンドプロンプト」はデスクトップ左下の「スタートメニュー」から実行

していましたが、現在は、コマンドプロンプトに変わり、「Windows PowerShell」が表示されるようにな

りました。 

「Windows PowerShell」は「コマンドプロンプト」の機能と同様の機能を持ち、更に広い機能が展開さ

れているので、将来的にはコマンドプロンプトにとって代わるかもしれません。しかし、現在ではコマ

ンドプロンプトの使いやすさ等の理由で、ここではコマンドプロンプトを使うことにしています。 

(注) Windows PowerShell では、「Java10 + MySQL8」の適用で不具合が見つかりました。 

 

コマンドプロンプトの実行手順はいろいろありますが、ここでは Java プログラムの開発に便利な方法

として、「エクスプローラ」から実行する方法を紹介します。 

 

(1) エクスプローラの実行 

デスクトップ左下の「スタートメニュー」を右クリックし、表示されたメニューの中から「エクスプロー

ラ」をクリックします。(タスクバーや、スタートメニューから実行することもできます。) 

 

 

 

エクスプローラの画面が表示されます。(これは画面の一部です) 
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この画面から、格納されているファイルのパスへ移動することができます。 

ここでは C:\に移動し、入力欄をクリックます。 

 

 

 

 

パス名が反転表示されますので、「cmd」と入力し Enter キーを押します。 

 

エクスプローラで選択したパス (C:\) に位置づけられているのが分かります。 

次に JDK の 1 つの機能である jshell を実行します。 

コマンドプロンプトで「jshell」と入力し Enter キーを押します。 

 

上記のメッセージが表示されれば、Java11 は、正常にインストールされました。 
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「JAVA_HOME」がないときは新規に作成します。 

 

 

「新規」をクリックします。 

 

「変数名」に JAVA_HOME、「変数値」C:\Program Files\Java\jdk-11.0.6（標準のディレクトリ）と入力

し「OK」をクリックします。 
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JAVA_HOME が作成されました。 

［OK］をクリックして「環境変数」を終了します。 

 

コマンドプロンプトを起動し set JAVA_HOME と入力し実行して以下のように表示されたら設定は終了

です。 

 

 


